
このたびは、TOAシステムマネージメントアンプシステムをお買い上げいただき、まことにありがとうございます。
正しくご使用いただくために、必ずこの取扱説明書をお読みになり、末長くご愛用くださいますようお願い申し上
げます。
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● ご使用の前に、この欄を必ずお読みになり正しくお使いください。
● ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載していますので、必ず守ってください。
● お読みになったあとは、いつでも見られる所に必ず保管してください。

表示について
ここでは、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止す
るために、いろいろな表示をしています。内容をよく理解してから本文をお読みください。

図記号について

安全上のご注意

設置・据付をするとき

指定外の電源電圧で使用しない
表示された電源電圧を超えた電圧で使用しないでください。
火災・感電の原因となります。 禁　止

電源コードを傷つけない
電源コードを傷つけたり、加工したり、熱器具に近づけたりしないでください。
また、コードの上に重いものをのせないでください。
火災・感電の原因となります。

禁　止

不安定な場所に置かない
ぐらついた台の上や傾いた所など不安定な場所に置かないでください。
落ちたり、倒れたりして、けがの原因となります。 禁　止

水にぬらさない
本機に水が入ったりしないよう、また、ぬらさないようにご注意ください。
火災・感電の原因となります。 禁　止

行為を禁止する記号 行為を強制する記号

分解禁止 禁　止 接触禁止 強　制 電源プラグ
を抜け

誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定
される内容を示しています。警告

設置場所の強度を確認する
（RM-200MJ を別売壁掛金具で壁に取り付ける場合）
壁に設置する場合は、取付金具類を含む全重量に十分耐えられる強度のある所
に取り付けてください。
十分な強度がないと落下して、けがの原因となります。

強　制

適切なボルト、ナット類を使用する
（RM-200MJ を別売壁掛金具で壁に取り付ける場合）
壁の材質、構造に適したボルト、ナット類を使用してください。
守らないと、落下して、けがの原因となります。

強　制

各部のボルト、ナット類は確実に締め付ける
（RM-200MJ を別売壁掛金具で壁に取り付ける場合）
取り付け後、ゆるみ、がたつきがあると、落下して、けがの原因となります。 強　制
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設置・据付をするとき

誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定
される内容を示しています。警告

屋外に設置しない
本機は、屋内専用品です。
屋外で使用して雨などがかかると、感電の原因となります。 禁　止

使用するとき
万一、異常が起きたら
次の場合、電源スイッチを切り、電源プラグを抜いて販売店にご連絡ください。
そのまま使用すると、火災・感電の原因となります。
● 煙が出ている、変なにおいがするとき
● 内部に水や異物が入ったとき
● 落としたり、ケースを破損したとき
● 電源コードが傷んだとき（心線の露出、断線など）
● 音が出ないとき

電源プラグ
を抜け

液体の入った容器や小さな金属物を上に置かない
こぼれたり、中に入った場合、火災・感電の原因となります。

禁　止

内部に異物を入れない
本機の通風口などから内部に金属類や燃えやすいものなど、異物を差し込んだ
り、落とし込んだりしないでください。
火災・感電の原因となります。 禁　止

内部を開けない、改造しない
内部には電圧の高い部分があり、ケースを開けたり、改造したりすると、火災・
感電の原因となります。
内部の点検・調整・修理は販売店にご依頼ください。 分解禁止

雷が鳴ったらさわらない
雷が鳴り出したら、電源プラグにはさわらないでください。
感電の原因となります。 接触禁止

ヒューズの交換は、付属のものを使用する
（VM-2120、VM-2240、VM-2120E、VM-2240E のみに適用）
交換する場合は、付属のヒューズ以外は使用しないでください。
守らないと、火災・感電の原因となります。

強　制

設置・据付をするとき

誤った取り扱いをすると、人が軽傷を負う可能性が想定される内容
および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。注意

ぬれた手で電源プラグをさわらない
（RM-200MJ は ACアダプター使用時のみに適用）
ぬれた手で電源プラグを抜き差ししないでください。
感電の原因となることがあります。 禁　止

電源コ−ドを引っ張らない
（RM-200MJ は ACアダプター使用時のみに適用）
電源プラグを抜くときは、電源コ－ドを引っ張らないでください。
コ－ドが傷つき、火災・感電の原因となることがあります。
必ずプラグを持って抜いてください。

禁　止
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通風口をふさがない
通風口をふさぐと内部に熱がこもり、火災の原因となることがあります。

禁　止

湿気やほこりの多い場所などに置かない
湿気やほこりの多い場所、直射日光のあたる場所や熱器具の近く、油煙や湯気
のあたるような場所に置かないでください。
火災・感電の原因となることがあります。

禁　止

移動させるときは電源プラグを抜く
（RM-200MJ は ACアダプター使用時のみに適用）
差し込んだまま移動させるとコードが傷つき、火災・感電の原因となることが
あります。

電源プラグ
を抜け

設置・据付をするとき

誤った取り扱いをすると、人が軽傷を負う可能性が想定される内容
および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。注意

配線はアンプの電源を切ってから行う
電源を入れたまま配線すると、感電の原因となることがあります。

強　制

ラックに取り付けるときの注意
（VM-2120、VM-2240、VM-2120E、VM-2240E のみに適用）
次のことを必ずお守りください。
守らないと、火災・けがの原因となることがあります。
● ラックは安定したところに据え付け、アンカーボルトなどで転倒・移動防止
の処置を行うこと。

● 電源コードをコンセントに接続するときは、コンセントの許容電流を超えな
いこと。

● ラックマウント金具に付属のラック取付ねじは、当社のラック専用です。
他のラックには使用しないでください。

強　制

使用するとき

長時間、音が歪んだ状態で使わない
スピ－カーが発熱し、火災の原因となることがあります。

禁　止

電源を入れる前には音量を最小にする
音量を上げたまま電源を入れると、突然大きな音が出て、聴力障害などの原因
となることがあります。 強　制

強　制

ACアダプターは指定のものを使用する
（RM-200MJ のみに適用、ACアダプター使用時）
指定以外のものを使用すると、火災の原因となることがあります。

定期的に内部の掃除をする
内部の掃除については、販売店にご相談ください。
内部にほこりがたまったまま長い間掃除をしないと、火災の原因となることが
あります。

強　制
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誤った取り扱いをすると、人が軽傷を負う可能性が想定される内容
および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。注意

使用するとき

電源プラグやコンセント部の掃除をする
電源プラグを差してあるコンセント部にほこりがたまると、火災の原因となる
ことがあります。定期的にコンセント部の掃除をしてください。
また、電源プラグは根元まで差し込んでください。

強　制

お手入れの際、長期間使用しない場合の注意
お手入れのときや長期間本機をご使用にならないときは、安全のため電源スイッ
チを切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。
守らないと、感電・火災の原因となることがあります。

電源プラグ
を抜け



8

概　要

機　能

■■システムマネージメントアンプVM-2120、VM-2240
チャイム音源を内蔵した定格 120 W（VM-2120）、240 W（VM-2240）の多機能なパワーアンプユニットです。
グループ設定、リモートマイクによるマイク放送、回線制御が可能で、工場、病院、オフィスビル、ターミ
ナル施設などの中規模施設におけるアプリケーションへの対応が柔軟にできます。
BGM入力を含む 5つの音声入力（そのうち、入力 1、入力 2、および入力 3はライン／マイク切り換え可能）、
緊急地震放送端末が接続可能な緊急ページング入力を備えており、回線選択キーによる個別放送や全回線放
送キーによる全回線放送ができます。また、回線 BGM音量調節器により回線単位の音量を調節することもで
きます。
別売のラックマウント金具を使用すれば、EIA規格に適合するラックに取り付けることができます。（3Uサイ
ズ＊）
本書では VM-2120と VM-2240を総称して「VMアンプ」と呼びます。
＊1Uサイズ = 44.5 mm（基準サイズ）

■■ システムマネージメント増設アンプVM-2120E、VM-2240E
増設アンプ（VM-2120E、VM-2240E）を接続することにより、放送するスピーカー回線を10回線 480 Wまで
増やすことができます。
本書では VM-2120Eと VM-2240Eを総称して「増設 VMアンプ」と呼びます。

■■ 卓上型リモートマイクRM-200MJ
RM-200MJは VM-2120および VM-2240専用の卓上型リモートマイクで、業務放送を流すことができます。

● 2台目増設機能により増設 VMアンプを接続することで、480 Wまでのスピーカーを、個別または同時に
10回線まで放送することができます。

● 4種類のチャイムを内蔵しています。
● VM-2000シリーズのアンプに非常電源パネル＊を接続することで、停電時でも放送することができます。
＊非常電源パネル DS-029または同等品。

● 4段階の優先度設定による放送制御ができます。
● スピーカーラインはハイインピーダンス 100系です。標準スピーカーラインの定格は 100 Vです。
● 卓上型リモートマイク RM-200MJを最大 4台接続可能で、接続ケーブルの長さは合計 800 mまで延長可能
です。

● スピーカー回線は最大 5つまでグループ設定が可能です。
リモートマイクには、5つのグループのうち 2つのグループをグループ放送キーに割り当てることができま
す。

● 卓上型リモートマイク RM-200MJは、内蔵のコンプレッサー回路により、クリアーで歪みのない放送がで
きます。
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● 設置・接続は、必ず電源プラグを電源につなぐ前に行ってください。また、接続を外す場合は、必ず電源
プラグを電源から切り離してから行ってください。

● 本機を直射日光やヒーターの熱風にさらされる場所に設置しないでください。本機の変形や変色を招くこ
とがあります。

● 本機をほこりや湿気の多い場所に設置したり保管したりしないでください。故障の原因になります。
● 本機は蛍光灯、デジタル機器、パソコン、その他の高周波ノイズを発する機器からできるだけ離しておい
てください。

［VM-2120、VM-2240、VM-2120E、VM-2240E］
● 内部の熱を放出させるために、上部、左右、後面の通風口をふさがないでください。
● 熱を放出できるよう、本機の左右面は 50 mm以上の間隔をあけてください。
● VMアンプと VM増設アンプを積み重ねて設置する場合は、上段のアンプ底面にあるプラスチック足を取り
外さずに設置してください。

● AC電源コードを指定の電圧以外には絶対に接続しないでください。
● 発振を防ぐため、入力ケーブルと出力ケーブルは離しておいてください。本機を機器ラック内に取り付け
るときは特に注意が必要です。

● 接地接続は、必ず電源プラグを電源につなぐ前に行ってください。また、接地接続を外す場合は、必ず電
源プラグを電源から切り離してから行ってください。

● 設置によっては接地ループが発生しハム雑音が発生することがあります。そのような場合、接続した機器
の本体（BGM音源、増設 VMアンプなど）に本機の機能アース端子を接続すると低減することがあります。

● 2台のアンプ出力を並列に接続しないでください。
● ラックに取り付けるときは、通風を良くするため、本機の上下とラックの最上段と最下段に 1Uサイズ＊以
上のパーフォレイテッドパネル（通気パネル）を取り付けてください。
また取付強度を確保するため、必ず別売のガイドレール YA-706を使用してください。
＊1Uサイズ = 44.5 mm（基準サイズ）

設置上のご注意

● 付属の電源コードは本機専用です。本機以外の機器に使用しないでください。
● 周囲温度が 0～ 40 ℃、湿度が 80%以下（ただし結露しないこと）の場所で使用してください。
● 本機は精密機械ですので、強い衝撃や振動は避けてください。故障の原因となります。
● 本機を清掃するときには、必ず電源を切ってから、乾いた布を使用してください。ベンジン、シンナー、
アルコール類、化学ぞうきんなどは絶対に使用しないでください。変形や変色の原因になります。

● VMアンプおよび増設 VMアンプに使用している冷却ファンは、有寿命部品です。長期間使用すると修理交
換が必要です。
また、長時間連続運転やほこりの多い環境などの使用状態では、早期にあるいは製品の保証期間内でも部
品交換（有償）が必要となります。

使用上のご注意

50 mm以上 50 mm以上

アンプ
（VM-2120/2240/2120E/2240E）
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■■ �システムマネージメントアンプVM-2120、VM-2240　　　　
システムマネージメント増設アンプVM-2120E、VM-2240E

1.	電源スイッチ［電源］
電源をオン／オフします。
電源を切るときは、0.3秒以上スイッチを押し続
けてください。
メ　モ
電源スイッチがオフのときでも、リモコン操作や
外部制御により電源をオンにすることができま
す。

2.	電源表示灯（緑）
電源を入れると表示灯が点灯し、電源を切ると消
灯します。

3.	高音調節器［高音］（VM-2120、VM-2240のみ）
入力 1～ 3および BGM入力からの高音を調節し
ます。つまみを右に回すと高音が増強し、左に回
すと減衰します。中央のクリック位置でフラット
な周波数特性になります。

4.	低音調節器［低音］（VM-2120、VM-2240のみ）
入力 1～ 3および BGM入力からの低音を調節し
ます。つまみを右に回すと低音が増強し、左に回
すと減衰します。中央のクリック位置でフラット
な周波数特性になります。

各部の名称とはたらき

3
4
5

VM-2120/2240
12

1
2
14
15

9 8

1311 6 7 10 11

9 8
VM-2120E/2240E

12

13

1
2
14
15

117 10

※ 図は VM-2120です。

※ 図は VM-2120Eです。

［前面］
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	5.	入力音量調節器［入力 1～ 3、BGM］
（VM-2120、VM-2240 のみ）
入力1～3およびBGM入力の音量を調節します。

	 6.	主音量調節器［主音量］
（VM-2120、VM-2240 のみ）
入力 1～ 3および BGM入力全体の音量を調節
します。

	 7.	リセットキー［リセット］
異常や CPU暴走などにより機器が正常に動作し
ていない、またはその他の問題が発生した場合
は、先の細いものでキーを押し、本機をリセッ
トしてください。

	 8.	回線表示灯（緑）
回線選択キーで選択した放送回線（回線 1～ 5）
が点灯します。

	 9.	回線選択キー
放送したい回線を選択します。優先度の高い放
送がされているときは選択できません。

	10.	回線 BGM音量調節器［1〜 5］
回線 1～ 5の BGM放送や VMアンプ／増設 VM
アンプ本体の回線選択キーによる個別放送の音
量を 6段階で調節できます。
調節の 6段階：0 dB（MAX）、-3 dB、-6 dB、
-10 dB、-15 dB、および -20 dB（MIN）

	11.	ラベル貼り付けスペース
各入力および回線名称を表示するときに使用し
ます。

	12.	全回線放送表示灯（緑）
全回線の放送時に点灯します。

	13.	全回線放送キー［全回線］
全回線放送を行うときにこのキーを押してくだ
さい。

	14.	異常表示灯［異常］（橙）
VMアンプとリモートマイクや増設 VMアンプ
との通信が正常に行われていないときに点灯し
ます。異常情報は後面の制御入出力コネクター
（32）から出力されます。

	15.	出力レベルメーター（緑／赤）
定格出力（100 V）時に「0 dB」となるパワーア
ンプの出力レベルを表示します。表示灯（0 dB、
赤）が連続して点灯しないように音量を調節し
てください。
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※ 図は VM-2120です。

※ 図は VM-2120Eです。

［後面］
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	16.	音声入力端子［入力 1〜 3］
（VM-2120、VM-2240 のみ）
入力レベルは、後面パネルの設定スイッチ（31）
によりマイク（-60 dB＊ 1、600Ω）およびライ
ン（-10 dB＊ 1、600Ω）が切り換えできます。
各端子は XLR（メス）／ホーンジャック兼用電子
バランス型入力です。また、入力 1には別売の
卓上型マイクリモート機能付き PM-660Dを接続
するための DINコネクターがあります。

	17.	BGM入力端子［BGM入力 1、2］
（VM-2120、VM-2240 のみ）
RCAピンジャック、-20 dB＊ 1、10 kΩ、モノラル。

	18.	BGM入力音量調節器
（VM-2120、VM-2240 のみ）
各 BGM入力の放送音量を調節します。右に回
すと音量が大きくなります。

	19.	ライン出力端子［ライン出力］
（VM-2120、VM-2240 のみ）
0 dB＊ 1、10 kΩの RCAピンジャック。主音量
調節前の信号を出力します。

	20.	録音出力端子［録音出力］
（VM-2120、VM-2240 のみ）
0 dB＊ 1、10 kΩの RCAピンジャック。この端
子はライン出力端子（19）と同じ主音量調節前
の信号を出力します。放送内容を録音するには、
録音機器を接続してください。

	21.	プリアンプ出力端子［プリ出力］
（VM-2120、VM-2240 のみ）
0 dB＊ 1、10 kΩの RCAピンジャック。主音量
調節後の信号を出力します。

	22.	パワーアンプ入力端子［パワーアンプ入力］
0 dB＊ 1、10 kΩの RCAピンジャック。本機の
アンプ部への音声入力端子です。プリアンプま
たはその他の外部機器を接続します。
ご注意
この端子を接続した場合、内部でプリアンプと
の接続が切り離されます。

	

	23.	リンクコネクター［LINK］
RJ45 メ ス コ ネ ク タ ー。 増 設 VM ア ン プ
VM-2120E、VM-2240E＊ 2および別売の卓上型
リモートマイク RM-200MJ（最大 4台）を接続
できます。
増設 VMアンプを使用する場合、VM-2120、
VM-2240 の「 プ リ ア ン プ 出 力 」（21） を
VM-2120E、VM-2240Eの「パワーアンプ入力」（22）
に接続してください。

	24.	卓上型リモートマイク入力音量調節器
［リモコン］（VM-2120、VM-2240 のみ）
接続したリモートマイクの放送音量を調整しま
す。

	25.	チャイム音量調節器［チャイム］
（VM-2120、VM-2240 のみ）
本機の内蔵チャイムの放送音量を調節します。

	26.	緊急ページング音量調節器
（VM-2120、VM-2240 のみ）
緊急ページングの放送音量を調節します。

	27.	外部接続端子（VM-2120、VM-2240 のみ）
ワンタッチ式差し込み型コネクター端子台。
この端子台には、以下（28）、（29）、（30）の接続
部があります。

	28.	緊急ページング入力［緊急ページング入力］
音声： 電子バランス型入力、シールド端子付き、

-10 dB＊1、10 kΩ
制御： 無電圧接点入力、開放電圧：DC3.3 V、

短絡電流：1 mA以下

	29.	放送起動時の制御入力［制御入力 1 ～ 3］
無電圧接点入力× 3
開放電圧：DC3.3 V、短絡電流：1 mA以下

	30.	DC24 V 電源出力［24 V OUT］
別売のリモートユニット RU-2001/2002 に
DC24 V/0.1 A電力を供給できます。
接続のしかたは、P. 34「リモートユニット
RU-2001、RU-2002の接続のしかた」をお読み
ください。

使用可能なコネクターおよびプラグ
・XLRタイプオスコネクター ・ホーンプラグ

ピン1：グランド ピン2：ホット

スリーブ：グランド

リング：コールド
チップ：ホットピン3：コールド

＊1 0 dB = 1 V
＊2    定格出力 120 Wまたは 240 Wのどちらとも組み
合わせることができます。
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	31.	設定スイッチ［設定］
（VM-2120、VM-2240 のみ）
8ビット DIPスイッチ。以下の設定ができます。
機能スイッチの操作は、P. 37「機能スイッチ
操作」を参照してください。
スイッチ1 ：  入力 1～ 3のファンタム電源オ

ン／オフ
スイッチ2 ：  緊急ページングのチャイムオン／

オフ
スイッチ3～ 5：  4種類のチャイム音［2音チャ

イム／上り 4音チャイム／単音
チャイム／上り・下り 4音チャ
イム］、またはチャイムオフ

スイッチ6～ 8：  入力 1～ 3の MIC/LINE切り換
え

	32.	制御入出力コネクター［CONTROL I/O］
25ピン、メス Dサブコネクター。
以下の機能があります。コネクターピンの機能
については P. 36「制御入出力コネクター機能」
を参照してください。
［外部制御入力］
以下の機能を、外部機器から制御することがで
きます。
・チャイム（VMアンプのみ）
・電源
［状態出力］
本機の以下の状態が出力できます。
・AC電源オン
・DC電源オン
・異常表示灯点灯
・電源スイッチオン

	33.	スピーカー出力コネクター
［SP出力 1～ 5、一斉（Ｒ）］
着脱式ターミナルブロック（16P）。スピーカー
ラインに接続します。この出力はハイインピー
ダンス 100系のスピーカー出力です。

	34.	DC 電源入力端子［DC24 V POWER IN］
DC駆動するときは DC電源（DC24 V/VM-2120
は最大 7.5 A、VM-2240は最大 15 A）をこの端
子に接続してください。
ご注意
非常電源パネル DS-029などを接続しても、商
用電源の停電や復電時には、連続動作しない場
合があります。

	35.	AC インレット
付属の電源コードをこのインレットに接続しま
す。

	36.	ヒューズホルダー［FUSE］
以下のミニヒューズ（20 mmタイプ）を使用し
ています。
・6.3 A

VM-2120、VM-2120E用
・8 A

VM-2240、VM-2240E用
メ　モ
ヒューズが飛んだ場合、原因を取り除いた後、
付属のヒューズに交換をしてください。

	37.	機能アース端子
本機に外部機器を接続してノイズが多いときは、
この端子と外部機器の機能アース端子を接続し
てください。ノイズが少なくなることがあります。
※ 安全アースではありません。
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■■ 卓上型リモートマイクRM-200MJ
［上面］

1

2

3
4

5

6

7
8

9

10

11

12

13

14 1516

1.	マイク
単一指向性エレクトレットコンデンサー型マイク
です。

2.	表示ラベル挿入部
ラベル（厚さ 0.2 mm未満、切り取り寸法 30 
mm× 136 mm）に、各キーおよび表示灯の名前
を記載して、挿し込んでください。

3.	電源表示灯（緑）
本機に電源が供給されているとき点灯します。

4.	異常表示灯（黄）
VMアンプ（VM-2120/2240）の前面パネルにある
異常表示灯が点灯すると点灯します。
本機と VMアンプ間に通信不良が発生したときに
点滅します。

5.	グループ 1、2放送キー
グループ放送（事前に設定した複数の回線に対す
る放送）を行うときにこのキーを押してください。
（ P. 39「放送グループ／回線設定」）
ご注意
グループ 1、2放送キーには全回線放送の設定は
しないでください。

6.	グループ 1、2表示灯（緑）
対応のグループをキーで選択すると点灯します。

7.	全回線表示灯（緑）
キーで全回線放送を選択すると点灯します。

8.	全回線放送キー
全回線放送を行うときにこのキーを押してください。

9.	回線選択キー（回線 1〜 5）
必要な放送回線を選択します（回線 1～ 5）。

	10.	回線選択表示灯（回線 1〜 5、緑）
対応した放送回線（回線 1～ 5）が選択された
ときに点灯します。

	11.	回線選択キー（回線 6〜 10）
放送回線 6～ 10を選択します。
（VM-2120Eまたは VM-2240E接続時のみ）

	12.	回線選択表示灯 （回線 6〜 10、緑）
対応した放送回線（回線 6～ 10）が選択された
ときに点灯します。

	13.	トークキー
以下のいずれかの操作方法を選択することがで
きます。（ P. 38「リモートマイクの機能ス
イッチ」）
・PTT式
キーを押している間、マイクからアナウンスを
流すことができます。キーを離すと終了します。
・LOCK式
一度押すとキーがロックされ、マイクからのア
ナウンスが可能となります。アナウンスの終了
時は、キーをもう一度押します。
ご注意
LOCK式の場合は、切り忘れ防止タイマーが作
動し、トークキーを押してから 5分後に自動的
にオフになり、マイクからのアナウンスが終了
します。

	14.	ビジー表示灯（緑／橙）
接続した他の音源機器の使用中、橙または緑に
点滅します。
橙：RM-200MJを操作することができません。
緑：  他の機器から放送中ですが、本機からの割
り込み放送が可能です。
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	17.	DC 電源入力端子［DC POWER IN］
・ 本端子は極性がありません。

DC24 V電源に接続しま　す（ACアダプター）。
（ P. 49「仕　様」）
・ VMアンプは、1台のリモートマイクに対して
のみ電力を供給することができます。（線路抵
抗：片道 40Ω以下）（ P. 19「VMアンプ
から卓上型リモートマイクへの電源供給」）

	18.	リンクコネクター［LINK］
RJ45コネクター、メス。CAT5-STPストレート
タイプのケーブルを使用して、増設 VMアンプ
またはその他の RM-200MJ（システムで 4台ま
で接続可能）を接続してください。

	19.	マイク音量調節器［MIC］
本機のグースネック型マイクまたは外部マイク
入力（20）の音量を調節します。

20.	外部マイク入力端子［EXTERNAL MIC IN］
φ 3.5 mmミニジャック。電子コンデンサーマ
イク（ヘッドセットなど）の接続用です。ミニ
プラグを差し込むと、マイクの音源がこのジャッ
クに接続したものに切り換わります。

21.	機能スイッチ
機器番号、優先度などの機能を設定するときに
使用します。
（ P. 38「リモートマイクの機能スイッチ」）

17 18 19 20 21

［後面］ ［右側面］

スリーブ：グランド チップ：ホット

リング：コールド

スリーブ：グランド
チップ：ホット

［不平衡型ミニプラグ］

［平衡型ミニプラグ］

平衡型ミニプラグまたは不平衡型ミニプラグの
チップ／スリーブ間に信号を入力してください。

	15.	使用中表示灯（緑）
RM-200MJを使用中のとき点灯します。

	16.	カバー付きキー
使用しません。
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システム構成
■■卓上型リモートマイク／VMアンプ／増設 VMアンプ構成
（最大接続台数）

■■卓上型リモートマイクの操作パネル機能
回線選択キーの機能は、以下に記載のように接続した VMアンプ／増設 VMアンプの構成により決まります。

●● VMアンプ 1台のとき（5回線）

●● 2台目増設のとき（10回線）

リモートマイク
1番

リモートマイク
2番

リモートマイク
3番

リモートマイク
4番

VMアンプ 増設
VMアンプ

リモートマイク数（0～4台） 増設VMアンプ
（0または1台）

リモートマイク
RM-200MJ

回線 1～5
選択キー／表示灯

VMアンプ

使用しません

リモートマイク
RM-200MJ

回線 1～5選択キー／表示灯

回線 6～10選択キー／表示灯

VMアンプ

増設 VMアンプ

回線 1～10
選択キー／表示灯
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■■ 卓上型リモートマイクとVMアンプの接続
付属ケーブルを使用して、LINKコネクター経由で VMアンプ／増設 VMアンプとリモートマイクを接続して
ください。
順番に決まりはありません（3つの接続例を示します）。

［接続例 1］
a、b、c、d、e：リンクケーブル＊ 1

［接続例 3］
各リモートマイクからの配線を端子パネルを介して VMアンプに接続できます。
a、b、c、d、e、f：リンクケーブル＊ 1

＊1 CPEV線または LAN用カテゴリー 5以上ツイストペアケーブル（CAT5-STP推奨）
CAT5-STPケーブルを使用して接続している場合 LINK-LINK接続ケーブル（リンクケーブル）の全長は、
800 m未満にしてください。a + b + c + d + e + f＜ 800 m

＊2   RM-200RJ等を使用することにより分岐した配線も可能です。詳しくは当社営業所にお問い合わせくださ
い。

［接続例 2］
a、b、c、d、e：リンクケーブル＊ 1

a b c d e

リモートマイク

DC24V
電源

DC24V
電源

DC24V
電源

LINKコネクター（RJ45）

リモートマイク リモートマイク リモートマイク

プリアンプ出力端子 パワーアンプ入力端子

音声ケーブル

VMアンプ 増設
VMアンプ

LINKコネクター（RJ45）

プリアンプ出力端子 パワーアンプ入力端子

音声ケーブル

a b c d e

DC24V
電源

DC24V
電源

DC24V
電源

リモートマイク リモートマイク リモートマイクリモートマイクVMアンプ 増設
VMアンプ

LINKコネクター（RJ45）

プリアンプ出力端子 パワーアンプ入力端子

音声ケーブル

fe

a b c d

DC24V
電源

DC24V
電源

DC24V
電源

端子パネル＊2 VMアンプ

リモートマイク リモートマイク リモートマイク リモートマイク

増設
VMアンプ
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■■ VMアンプから卓上型リモートマイクへの電源供給
VMアンプは 1台のリモートマイクにのみ電源を供給することができます。そのため、VMアンプに直接接続
していないリモートマイクにはそれぞれ別売の ACアダプター AD-246が必要です。
メ　モ
増設 VMアンプからはリモートマイクへの電源供給はできません。

●● LINK ケーブル経由の電源

●● リンクケーブル以外のケーブルを使用した電源供給
付属のリンクケーブル以外を使用するときは線路抵抗が片道 40 Ω以下になるようにしてください。

4対のツイストペアシールドケーブル

リンクケーブル

800 m以下、CAT5-STPケーブル経由

CAT5-STPケーブル：93.8 Ω/ km以下

VMアンプ リモートマイク

リンクケーブル 4対のツイストペアシールドケーブル

壁面コネクター（RJ45）

片道 40 Ω以下

例：200 m以下、200Ω/ kmケーブル経由

壁面コネクター（RJ45）

リンクケーブル

VMアンプ リモートマイク

線路抵抗（片道） 延長距離
 200 Ω / km 200 m以下
 100 Ω / km 400 m以下
 50 Ω / km 800 m以下
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■■ マイク放送（制御入力による操作をするとき）
	1 	放送を開始する。

トークキーを押したままの状態にします。

	2 	マイク放送をする。
	3 	放送を終了する。

トークキーを離します。

制御入力 1、2、3の接続については、P. 32「VMアンプへのマイク接続」を参照してください。
メ　モ
● 卓上型マイクリモート機能付き PM-660D（入力 1用）はトークキーを搭載しています。
●   制御入力によるマイク放送をするときに、PM-660D以外のマイクを使用する場合は、プッシュ式トー
クキーの機能を持つマイクをお使いください。

■■ BGM放送（制御入力による操作をしないとき）
	1 	希望の放送回線を選択する。

VMアンプの前面パネルにある 1～ 5の回線選択キーまたは全回線放送キーを使用してください。

	2 	 BGM再生機器（CDプレーヤーなど）をスタートさせる。
	3 	音量を調節する。

VMアンプの前面パネルにある回線 BGM音量調節器と主音量調節器を使用してください。
※   VMアンプの前面パネルにある全回線放送キーを使用する場合、回線 BGM音量調節器はバイパスさ
れ最大音量で放送します。

	4 	高音と低音の音質を調節する。
VMアンプの前面パネルにある高音・低音調節器で調節してください。

	5 	選択した回線選択キー（回線 1〜 5）または全回線放送キーを再度押す。
放送が終了します。

アンプの放送操作



21

卓上型リモートマイクによる業務放送
■■操作および表示部

操作および表示部のパネル機能は、アンプの構成（5回線または 10回線）により異なります。
図は VMアンプ 1台（5回線）構成の操作パネル機能の例です。（その他の VMアンプ／増設 VMアンプ構成
における操作パネル機能の例については P. 17「卓上型リモートマイクの操作パネル機能」を参照してくだ
さい。）

メ　モ
全回線放送キー、回線選択キー、またはグループ 1、2放送キーで放送回線を選択した後、ビジー表示灯と使
用中表示灯の状態により、現在の放送状態を確認することができます。

［放送音量］
リモートマイクからの放送はすべて、主音量調節器や回線 BGM音量調節器の調節設定に関わりなく最大音量
で放送されます。また、スピーカー出力コネクターの一斉（R）端子を使用した 3線式配線の場合は、全回線
放送キーでの放送時に外部アッテネーターをバイパスして放送することができます。（ P. 35「外部アッ
テネーターの配線」）

電源表示灯

異常表示灯

グループ 1、2
放送キー

グループ 1、2
表示灯

全回線表示灯
全回線放送キー

マイク

使用中表示灯
RM-200MJを使用中のとき、
緑色に点灯します。

ビジー表示灯
　接続した他の音源機器の使用中、橙または緑に点滅します。
　橙：RM-200MJは操作できません。
　緑：他の機器から放送中ですが、本機からの割り込み放送が可能です。

回線選択表示灯

回線選択キー（1～5）

トークキー

リモートマイクRM-200MJ
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■■ 放送のしかた
全回線、個別回線、グループの 3種類の放送が可能です。

	1 	放送する回線を選択する。
	1-1	 全回線を選択するとき

全回線放送キーを押してください。
全回線表示灯とすべての回線の表示灯（1～ 5）が点灯します。
（取り消す場合は全回線放送キーを再度押します。）
※   卓上型リモートマイクによる放送は、回線 BGM音量調節器や外部アッテネー
ターをバイパスして放送します。

	1-2	 個別回線を選択するとき
回線選択キーを押して希望の放送回線を選択してください。
該当回線の表示灯が点灯します。2つ以上の回線を同時に選択することもできま
す。（選択を取り消す場合は、回線キーを再度押してください。）
メ　モ
全回線表示灯が点灯したままになっている場合、回線キーを押して個々の回線を
キャンセルすることはできません。この場合、全回線キーを押してすべての回線
をキャンセルしてから個々の回線をそれぞれのキーで選択してください。

	1-3	 グループを選択するとき
グループ放送キーを押して回線グループを選択してください。
選択したグループの表示灯およびグループに割り当てられた回線の表示灯が点灯します。2つのグループ
を同時に選択することも可能です。（選択を取り消す場合は、グループ放送キーを再度押してください。）
［グループ 1選択の例］

［グループ 1、2同時に選択の例］

メ　モ
リモートマイクのグループ 1、2放送キーに割り当てる放送回線は、VMアンプ／増設 VMアンプで回線
グループの割り当て設定が必要です。P. 39「回線グループ割り当て」を参照してください。

全回線

グループ1 グループ2

回線2

回線1

回線2

回線3

回線4

放送回線

グループ1
（選択済み）

回線1

回線2

回線3

回線4

回線5

放送回線

グループ1
（選択済み）

グループ2
（選択済み）
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	2 	ビジー表示灯を確認する。
表示灯が消灯したままの場合：他の接続機器は放送に使用していません。
表示灯が点滅している場合　：他の接続機器が放送に使用しています。

メ　モ
● 表示灯が消灯したままの場合、放送することができます。
● 表示灯が橙色で点滅している場合、放送することはできません。
●   表示灯が緑色に点滅している場合、他の放送を中断しての放送が可能です。

トーク

開始
チャイム音

トーク

終了
チャイム音

トークキー

マイクアナウンス

	3 	トークキーで放送開始の操作をする。
メ　モ
リモートマイクのトークキーは、「PTT式」または「LOCK式」のいずれか
に設定が可能です。
（ P. 38「リモートマイクの機能スイッチ」）
ご注意
上り・下り 4音チャイムを使用する場合、放送開始後 8秒経過した後で放
送を終了させてください。放送時間がそれより短いと、下り 4音チャイム
が鳴らないことがあります。

3-1	 PTT 式操作の場合は、トークキーを押したままの状態にする。
3-2	 LOCK式操作の場合は、トークキーを一度押す。

使用中表示灯が緑色に点滅し、開始チャイム音＊が放送回線に流れます。
（チャイム機能が無効の場合、トークキーを押すことでマイクアナウンスが
可能となります。）

チャイムが完了すると、使用中表示灯が緑色に点灯します。

	4 	チャイムが完了した後、マイクを使用してアナウンスを実行する。

	5 	トークキーで放送終了の操作をする。
5-1	 PTT 式操作の場合は、トークキーを離す。
5-2	 LOCK式操作の場合は、再度トークキーを押す。

終了チャイム音＊が鳴り（本機に上り・下り 4音チャイムが設定されている
場合のみ）、放送が終了します。

使用中表示灯が消灯します。
ご注意
放送終了後に続けて次の放送をするときは、放送終了後 8秒経過した後で
放送を開始してください。放送の間隔をそれ以上置かないと、放送開始時
にチャイムが鳴らないことがあります。

＊  本機は 4種類のチャイム音のいずれかにあらかじめ設定されています。チャイ
ム機能を無効にすることも可能です。（ P. 26「チャイム機能」）
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放送の優先度
■■放送音源の優先度

● 優先度の高い放送を実行すると、その時点で流れている優先度の低い放送は中断され、優先度の高い放送
がそのまま実行されます。優先度の高い放送が完了すると、中断されていた放送が自動的に再開します。
BGM放送（優先度 4）の場合、他の放送と一緒に流したり、中断することなく音量を下げるだけの状態に
したりすることができます。（ P. 25「BGM放送中の優先機能」）

● 下線の付いた優先度は、工場出荷時の設定です。

放送音源 優先度 機能の説明
DIPスイッチ設定

スイッチ位置 スイッチ番号
入力 1（MIC/LINE）＊1 ー 2 3 ー 優先度 2

優先度 3は放送が外部から起動
されていない場合に設定するこ
とが可能＊2

ー ー
入力 2（MIC/LINE）＊1 ー 2 3 ー ー ー
入力 3（MIC/LINE）＊1 ー 2 3 ー ー ー
緊急ページング ー 2 ー ー ー ー
リモートマイク1番 1 2 ー ー

優先度 1または 2を選択可能 RM-200MJ
右側面 3番

リモートマイク2番 1 2 ー ー
リモートマイク3番 1 2 ー ー
リモートマイク4番 1 2 ー ー

4種類のチャイム ー ー 3 ー チャイムを外部から起動した場合、
優先度 3に固定＊3 ー ー

BGM1 ー ー ー 4
優先度 4に固定

ー ー
BGM2 ー ー ー 4 ー ー

＊ 1   工場出荷時は MICに設定されています。設定については、P. 37「VMアンプ後面パネルの機能スイッチ」
を参照してください。

＊ 2   入力 1～ 3の優先度 2はそれぞれ対応の制御入力（制御入力 1～ 3）で開始した放送に適用されます。また、
優先度 3は制御入力以外（VMアンプの回線選択キー）により開始した放送に適用されます。

＊ 3   チャイム優先度
●  入力 1～ 3放送、リモートマイク放送、または緊急ページングにチャイムを使用するとき、その優先度
は該当の放送に割り当てられた優先度と同様（1または 2）となります。

●  チャイム起動入力（CONTROL I/Oコネクターピン番号 9）で開始した場合、チャイム優先度は「3」です。
入力 1～ 3はチャイムの使用前に前面パネルの回線選択キーで選択する必要があります。
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●● 優先度が同等の放送 2つが同時に実行された場合の優先機能

優先度が同等の放送が 2件以上同時に実行された場合の優先モードは、放送音源の種類や設定スイッチの状
態により以下の表のようになります。

放送音源
対立優先度（同時に実行された放送の優先度）

優先度 1 優先度 2 優先度 3 優先度 4

入力 1～ 3 ー

後取り優先

ミックス ー

緊急ページング ー ー ー

リモートマイク
1～ 4 ー ー

BGM1および 2 ー ー ー ミックス
個別チャイム ー ー ミックス ー

■■ BGM放送中の優先機能
BGM放送中（優先度 4）に他の放送が実行された場合、BGM放送は実行された他の放送の優先度により以
下の表のとおりになります。（実行された他の放送が完了したときは、BGM放送が中断前の状態に復旧しま
す。）

BGM放送と重なった放送の優先度 BGM放送
優先度 1 中断
優先度 2 中断＊ 1または音量が下がる＊ 2

優先度 3 音量が下がる
優先度 4（BGM） ミックス

＊ 1 「ラインレベル」入力に設定された入力 1～ 3により放送が実行された場合に中断されます。
＊ 2   リモートマイク、緊急ページング、または「マイクレベル」入力に設定された入力 1～ 3により放送が実
行された場合に音量が下がります。

■■ 同等の優先度を持った機器間の放送優先度

●● 同等の優先度を持った機器間の優先モード

「後取り優先」になります。
後からの放送が優先され、先の放送は中断されます。

回線3

回線4

回線1 : 放送可能

回線2 : 放送中断

放送音源1（放送を最初に行う）
回線1、2、3を選択

回線3、4を選択
放送音源 2（放送音源1の放送中に行う）
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チャイム機能
■■チャイム音の種類

4種類のチャイムが用意されています。開始チャイム用にいずれか 1つを選択することができます。

●● 4 種類のチャイム音

● 内蔵チャイム 4種類から選択することができます。チャイム機能を無効にすることも可能です。
● チャイムの種類は、本機後面パネルの設定スイッチ 3番～ 5番で選択することができます。工場出荷時は「2
音チャイム」に設定されています。（ P. 37「機能スイッチ操作」）

ご注意
チャイム音は、入力 1～ 3、緊急ページング、個別チャイム起動ですべて同じです。
入力ごとに異なるチャイム音を選択することはできません。

●● 4 つの内蔵チャイム

以下の種類があります。
・ 2音チャイム
・ 上り 4音チャイム＊ 1　

・ 単音チャイム
・ 上り・下り 4音チャイム＊ 2

＊ 1  放送が開始すると上り 4音チャイムが鳴ります。
＊ 2  放送の開始時に上り 4音チャイムが鳴り、放送の終了時に下り 4音チャイムが鳴ります。

ご注意
● リモートマイクからの放送で上り・下り 4音チャイムを使用する場合、放送開始後 8秒経過した後で放送
を終了させてください。放送時間がそれより短いと、下り 4音チャイムが鳴らないことがあります。

● リモートマイクからの放送でチャイムを使用する場合、放送終了後に続けて次の放送をするときは、放送
終了後 8秒経過した後で放送を開始してください。放送の間隔をそれ以上置かないと、放送開始時にチャ
イムが鳴らないことがあります。

■■ チャイム音の使用方法
●● 入力 1～ 3のチャイム音

● 入力に対する信号レベルは、マイクまたはラインのいずれかを設定することができます。工場出荷時はマ
イクの設定になっています。設定方法は、P. 37「機能スイッチ操作」をお読みください。

● 入力がマイクレベルに設定され、外部機器からの制御信号（制御入力 1、2、3＊）により放送された場合、
放送の開始時（および終了時）にチャイム音が自動的に鳴ります。

● ラインレベルに設定されているときは放送時にチャイム音は鳴りません。
 
＊  制御入力 1、2、3は入力 1、2、3にそれぞれ対応しています。

●● 緊急ページングチャイム音

放送の開始時（および終了時）にチャイム音を鳴らすか鳴らさないかを選択することができます。
設定スイッチ：本機の後面パネルにある設定スイッチの 2「緊急ページングチャイムあり／なし」

（工場出荷時の設定：チャイムあり）
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●● 個別チャイム起動（リモートコントロール）

制御入力 1、2、3を使用せずに放送するときでも、放送の開始（終了）時にチャイム音を鳴らすことができ
ます。
本機の後面パネルにある CONTROL I/Oコネクターピン 9番「チャイム起動」によりチャイム音を遠隔で起
動することができます。（ P. 36「制御入出力コネクター機能」）
チャイム起動スイッチをピン 9番と GND端子間に接続してください。

放送音源

チャイム起動スイッチ
VMアンプ

CONTROL I/O Dサブコネクター

入力1～3のうちの1つ

チャイム起動

GND

ピン 9番

VMアンプ 

チャイム起動

GND

チャイム起動スイッチ

ピン 9番

開始

中断

チャイム音

［操作のしかた］

	1 	本機前面パネルの回線選択キー（回線 1～ 5）または全回線放送キーを使用して、入力 1、2、
または 3に接続された音源を放送する希望の回線を選択する。

メ　モ
チャイム音量は、主音量調節器と回線 BGM音量調節器で調節した放送音量レベルにより決まります。

	2 	チャイム起動スイッチを起動する。
開始チャイム音が手順 1で選択した回線に放送されます。

主音量調節器

回線選択キー ［回線 1 ～5］

回線BGM音量調節器 ［回線 1 ～5］

全回線放送キー
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VMアンプ 

チャイム起動

GND

チャイム起動スイッチ

ピン 9番

開始

中断

チャイム音

	3 	放送が終了したら、チャイム起動スイッチを切る（中断する）。
メ　モ
上り・下り 4音チャイムに設定されている場合のみ、下り 4音チャイムが放送されます。

	4 	選択した回線選択キー（回線 1～ 5）を再度押す。
放送が終了します。
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平座金（M4用、MB-35Bに付属）

ラックマウント金具MB-35B（別売品）

小ネジ M4×16（MB-35Bに付属）

ラック取付ねじ 5×12
（MB-35Bに付属）

ファイバーワッシャー
（MB-35Bに付属）

VMアンプ
増設VMアンプ

3
5

ラックに取り付けるとき
VM-2120、VM-2240、VM-2120E、VM-2240Eをラックに取り付けるときは、別売のガイドレール YA-706と、
金具セット MB-35Bを使用してください。

ご注意
通風を良くするため、本機の上下とラックの最上段と最下段に 1サイズ以上のパーフォレイテッドパネル（通
風口付きパネル）を取り付けてください。

	1 	ガイドレールYA-706 をラックのフレームに仮止めする。
※ この図は、ラック左側面で説明しています。
右側面も同様に取り付けてください。

ご注意
ガイドレールは使用するねじ穴の位置に注意し、
取り付けたときにラックの前面寄りになるように
してください。

	2 	本機底面からプラスチック足 4つを外す。
	3 	両側面のねじ各 2本を外す。
	4 	ラックマウント金具MB-35B を本機に取り付ける。

ラックマウント金具に付属のねじと平座金を使用します。
メ　モ
手順 3で外したねじを再使用しないでください。

ラックの
前面フレーム

ラックの
後面フレーム

ガイドレール（別売品）

バインドBタイト 4×10
（YA-706に付属）

平座金
（YA-706に付属）

前面フレーム

前面

後面フレーム

ガイドレール
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	5 	仮止めした YA-706 の上に金具セットを取付けた本機を乗せて、ラック取付ねじで取り付ける。
ラック取付ねじはラックマウント金具に付属のねじとファイバーワッシャーを使用してください。

	6 	仮止めした YA-706 の取付ねじを締め付ける。

VMアンプ
増設VMアンプ

バインドBタイト 4×10
※ ラックマウント機器を固定後に
  締め付けます。

ラックマウント金具に付属のラック取付ねじは、当社のラック専用です。
他のラックには使用しないでください。
他のラックを使用する特は、ラックに合ったねじと座金を別途ご用意ください。
守らないとけがの原因となることがあります。

注意
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壁掛け設置のしかた
RM-200MJを壁に取り付けるときは、次の金具が必要です。

使用金具

リモートマイク壁掛金具WB-RM200 ……………… 1（別売品）
壁取付ねじ
・小ねじ M3.5× 20（スイッチボックス用） ……… 2（WB-RM200付属）
・タッピンねじ 4× 25（壁直付け用） ……………… 2（WB-RM200に付属）

［RM-200MJ の取り付けかた］
［壁取付金具WB-RM200取付寸法］

	1 	壁取付金具WB-RM200 を壁に取り付ける。
このとき、リンクケーブルを金具の切り欠き部から
外に出しておきます。
※   取付ねじは、スイッチボックス用と壁直付け用の

2種類がありますので、取付面に応じて使い分け
てください。

	2 	 RM-200MJ の底面をWB-RM200 に引っ掛ける。
	3 	リンクケーブルをRM-200MJ のリンクコネクター（LINK）に接続する。

● 取付金具類を含む全重量に十分耐えられる
強度のある所に取り付けてください。
十分な強度がないと落下して、けがの原因
となります。

● 取付金具は、ねじを必ず 2本使用して壁に
取り付けてください。

警告
60

.8
83

.5

22
0.

3
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RM-200MJ

WB-RM200（別売品）

（単位：mm）

壁取付金具
WB-RM200（別売品）

RM-200MJ

LINK

壁取付ねじ   
（WB-RM200に付属）

リンクケーブル

切り欠き部

1

2

3
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アンプ入力接続
■■増設 VMアンプの接続

増設 VMアンプを接続する場合、VMアンプの「プリアンプ出力端子」を増設 VMアンプのパワーアンプ入力
端子に接続し、同様にリンクコネクター同士をリンクケーブルで接続します。

■■ VMアンプへのマイク接続

＊ 別途ご用意ください。

XLRタイプコネクター

DINコネクター

卓上型マイク リモート機能付きPM-660D

マイク

通話時プッシュスイッチボックス＊

（リモートスイッチ）

VM-2120/2240

VMアンプのプリアンプ出力端子
VM-2120/2240 VM-2120E/2240E

RCAピンプラグケーブル

リンクケーブル

LINKコネクター

増設VMアンプのパワーアンプ入力端子
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■■ 緊急ページング入力の接続のしかた
緊急ページングの放送回線は、VMアンプ／増設 VMアンプの回線グループを設定するときに割り当てでき
ます（工場出荷時の設定：全回線）。音声信号音量も調節できます。

メ　モ
回線グループ設定については P. 39「回線グループ割り当て」をお読みください。グループ設定により電話
ページングとして使用することもできます。

E
C

H

緊急地震放送端末

制御出力

音声出力

E C H

単心シールドケーブルを使用する
ときは、シールド線をE 端子、
C 端子の両方に接続してください。

緊急ページング音量調節器

VM-2120/2240

※ 緊急ページング入力仕様
・音声　　-10 dB（0 dB=1 V）、10 kΩ、電子バランス
・制御　　開放電圧：DC3.3 V、短絡電流：1 mA以下
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VMアンプ

RU-2001/2002の後面 卓上型マイク リモート機能付き
PM-660D

DC INへ REMOTEへ
RU-2001/2002の

■■ リモートユニットRU-2001、RU-2002 の接続のしかた

ご注意
RU-2001/2002の端子台と VMアンプの DC24 V電源出力端子は＋、－の順番が逆になっているので注意して
ください。
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内部リレー

回線 1

回線 2

回線 3

回線 4

回線 5

S1

S2

NC
＊

S2

一斉（R）

S1

H

C

H

C

H

C

H

C

H

C

H （100 系）

C （0 V）

R

回線 1

H （100 系）

C （0 V）

R

回線 2

H （100 系）

C （0 V）

R

回線 3

H （100 系）

C （0 V）

R

回線 4

H （100 系）

C （0 V）

R

回線 5

VM アンプ／増設VMアンプ

外部アッテネーター

内部リレー接点容量
耐電圧　： 30 V DC、 125 V AC
許容電流：  7 A （DC）未満、7 A （AC）未満

外部アッテネーターの配線
■■ 3線式配線

＊    この図は VMアンプ／増設 VMアンプの電源がオフのとき、全回線または非常用放送時のリレーの接点状
態を表しています。
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制御入出力コネクター機能
後面パネルの制御入出力コネクターにより、接続した外部機器から VMアンプ／増設 VMアンプを制御また
は監視することができます。ピン配列や機能を確認し、外部機器接続に合う Dサブオスコネクター（ねじ止
め式）をご用意ください。

VMアンプのDサブメスコネクター 

131

4152

CONTROL  I/O

ロックナット：4-40 UNC

［制御入出力コネクターピン機能表］

ピン
番号 信号名 IN

/OUT 信号論理 機能／状態

1 AC電源オン OUT アクティブロー AC電源がオンのとき
2 DC電源オン OUT アクティブロー DC電源がオンのとき

9 チャイム起動＊

（4つの内蔵チャイム） IN
メイク 開始チャイム音を起動
ブレイク 終了チャイム音を起動（下り 4音）

10 パワーオン
／オフコントロール IN

メイク 電源オン
ブレイク 電源オフ

11 ー ー ー ー
15 異常表示灯制御 IN メイク 異常表示灯が点灯し外部機器の異常を表す
16 GND
17 GND
18 GND
19 GND
20 GND

21 電源スイッチオン OUT アクティブロー 手動制御または外部制御により電源スイッチ
をオンした場合

22 通信エラー OUT アクティブロー
RM-200MJと VMアンプ間、または VMア
ンプ同士間で通信が行えない場合（通信の
復帰時、ハイ状態）

23 異常表示 OUT アクティブロー 異常表示灯が点灯している場合
＊ VMアンプのみ

［仕様］

入力
開放電圧：DC3.3 V
短絡電流：1 mA以下
起動 ：無電圧接点（ワンショット信号を以下に表示）

出力
回路 ：オープンコレクター（以下参照）
耐電圧 ：DC30 V
許容電流 ：10 mA以下

100 ms 超

制御電流



37

スイッチ番号 1 2 3 4 5 6 7 8
機能 ファンタム電源＊1 緊急ページング チャイム選択 入力 3 入力 2 入力 1
OFF（アップ位置） オフ チャイムあり 下記チャイム

選択表を参照
マイク マイク マイク

ON（ダウン位置） オン チャイムなし ライン ライン ライン

チャイム選択表
スイッチ番号

チャイムの種類
3 4 5

OFF OFF OFF 2音チャイム
OFF OFF ON なし
OFF ON OFF 上り 4音チャイム＊2

OFF ON ON 単音チャイム
ON OFF OFF 上り・下り4音チャイム＊3

ON OFF ON なし
ON ON OFF なし
ON ON ON なし

ご注意
● リモートマイクからの放送で上り・下り 4音チャイムを使用する場合、放送開始後 8秒経過した後で放送
を終了させてください。放送時間がそれより短いと、下り 4音チャイムが鳴らないことがあります。

● リモートマイクからの放送でチャイムを使用する場合、放送終了後に続けて次の放送をするときは、放送
終了後 8秒経過した後で放送を開始してください。放送の間隔をそれ以上置かないと、放送開始時にチャ
イムが鳴らないことがあります。

機能スイッチ操作
■■ VMアンプ後面パネルの機能スイッチ

後面パネルの設定スイッチ（P. 12 の 31番）を以下のように設定してください。

工場出荷時はすべて OFFに設定されています。

設定

1 2
ON

3 4 5 6 7 8

＊ 1 入力 1～ 3のファンタム電源を同時にオン／オフします。
＊ 2 放送が開始すると上り 4音チャイムが鳴ります。
＊ 3   放送の開始時に上り 4音チャイムが鳴り、放送の終了
時に下り 4音チャイムが鳴ります。
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スイッチ番号 1 2 3 4 5 6
機能 RM機器番号設定 放送の優先度＊ トークキー操作 ー コンプレッサー
ON 下記リモートマイク番号表

を参照
2 PTT式 ー オン

OFF 1 LOCK式 常時オフ オフ
＊  各リモートマイクに対し、2つの優先度のうちの 1つを設定することができます。
（P. 24「放送の優先度」を参照してください。）

［リモートマイク（RM-200MJ）番号表］
スイッチ番号

RM機器番号
1 2

ON ON 1番
OFF ON 2番
ON OFF 3番
OFF OFF 4番

1番～ 4番、6番のスイッチは、工場出荷時は ONに設定されています。
5番のスイッチは工場出荷時は OFFに設定されています。ONにしないでください。

ご注意
トークキー操作を LOCK式に設定した場合は、切り忘れ防止タイマーが作動し、トークキーを押してから 
5分後に自動的にオフになり、マイクからのアナウンスが終了します。

■■ リモートマイクの機能スイッチ
メ　モ
実際は、スイッチは上下さかさまに装備されています。

機能スイッチ1 2
ON

3 4 5 6
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放送グループ／回線設定
■■回線グループ割り当て

放送回線（1～ 10）を１つの放送グループ（1～ 5）にまとめて設定することができます。
（ P. 42「回線グループ割り当て操作」）

設定の例（ マークは「設定」状態を表します。）

放送グループ
（設定項目）

放送回線 1～ 10 全回線（チェックマークを入れると全回線放送
時に外部アッテネーターをバイパスします。）1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

グループ 1
グループ 2
グループ 3
グループ 4 ＊2

グループ 5

＊ 1   リモートマイクは個別回線キー 1～ 10の代わりにグループ 1、2放送キーを押すことで放送回線を選択す
ることができます。

＊ 2   放送回線の設定（回線 1～ 10）は全回線設定をキャンセルしない限り変更することはできません。（非バイ
パス設定）
上記の例のグループ 4は、全回線（アッテネーターバイパス）項目が「バイパス」に設定されている場合です。
ご注意
グループ 1または 2に全回線を設定しないでください。

［工場出荷時の設定］
グループ番号と同じ番号の回線のみが各グループに割り当てられます。（例：回線 1はグループ 1に、回線 5
はグループ 5に割り当てられます。）

■■ 制御入力／緊急ページングのグループ割り当て
制御入力 1～ 3または緊急ページングを起動した場合、放送はそれぞれ割り当てられたグループ 1～ 5に対
し行われます。（ P. 44「制御入力／緊急ページングのグループ割り当て操作」）

設定の例（ マークは「設定」状態を表します。）

制御入力／緊急ページング
（設定項目）

放送グループ 全回線（チェックマークを入れると全回線放送
時に外部アッテネーターをバイパスします）1 2 3 4 5

入力 1
入力 2
入力 3

緊急ページング
放送は上記回線グループ割り当てで選択された回線に対し行われます。

［工場出荷時の設定］
「全回線」のみが入力 1から緊急ページングへの各設定項目に割り当てられています。（例：上記表の緊急ペー
ジング設定）

設定内容

設定内容

マスター
VMアンプ回線

増設
VMアンプ回線 リモートマイク操作＊1
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■■ 設定に使用するキーと表示灯

VMアンプ

リセットキー 全回線放送キー

電源スイッチ

回線1～5表示灯＊

回線6～10表示灯

全回線放送表示灯

リンクコネクター（後面）

リンクコネクター（後面）

回線選択1～5キー＊

増設VMアンプ

回線選択6～10キー

＊  設定手順によっては、グループ 1～ 5などの設定項目の表示灯やキーとしての機能もあります。

● 増設 VMアンプの回線選択キーは回線選択 6～回線選択 10キーとして機能します。
● 上記の図は VMアンプと増設 VMアンプがリンクした 10回線放送システムを表します。5回線放送システ
ムでは VMアンプのみを使います。

■■ 表示灯状態
本書では、表示灯の状態を以下のように表します。

点灯、点滅状態の詳細は次ページを参照してください。

点灯状態 

消灯 点灯 点滅 速い点滅 遅い点滅
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点
灯

設定内容が選択されていることを表します。

点
滅

「点灯」と「消灯」が同じ長さで点滅。
該当の設定内容（例：回線番号）がまだ選択されていないことを表します。
（設定内容を選択することができます。）

ON （点灯） OFF （消灯）

ON = OFF

回線 2非選択（選択可能）

回線 2

速
い
点
滅

「点灯」が「消灯」よりも短い長さで点滅している場合。
上記（点滅）の状態のときに、該当の設定内容（例：グループ 2番）がすでに選択されて
いることを表します。
例：  グループ 2の選択時、表示灯が速い点滅の状態となりますが、回線はまだ選択されて
いません（回線 2選択可能）。

ON（点灯）OFF（消灯）

ON < OFF

グループ 2が選択済み、
回線 2が非選択（選択可能）

回線 2

遅
い
点
滅

「点灯」が「消灯」よりも長い長さで点滅している場合。
上記（点灯）の状態のときに、該当の設定項目（例：グループ 2番）がすでに選択されて
いることを表します。
例：グループ 2と回線 2の両方を選択すると表示灯が遅く点滅します。

ON > OFF

ON（点灯） OFF（消灯）

グループ2が選択済み、
回線 2が選択済み

回線 2

回線2選択済み

回線 2
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■■ 回線グループ割り当て操作
● ここでは、5回線（VMアンプのみ）構成でグループ 2の工場出荷時の設定を放送回線 2～ 4に変更して登
録する例を基に説明します。（P. 39「回線グループ割り当て」設定の例）

● 放送回線が 10個ある場合（VMアンプと増設 VMアンプを接続した場合）、増設 VMアンプの回線選択キー
1～ 5を回線選択キー 6～ 10として使用してください。

● 卓上リモートマイクのグループ 1、2放送キーは、VMアンプで設定したグループ 1、2が起動します。

	1 	放送グループ設定モードに入る。
回線選択 1および回線選択 2キーを同時に押しながらリセット
キーを一度押して離してください。回線 1～ 5のすべての表示灯
が点滅を開始したら（2～ 3秒後）、回線選択 1と回線選択 2キー
の両方を離してください。
リセットキーを押すときは、精密ドライバーやその他の先の細い
もの（直径 2.5 mm、長さ 30 mm超）を使用してください。
メ　モ
増設 VMアンプが接続されている場合でも、この設定入力操作は
VMアンプのみで実行してください。

本機が放送グループ設定モードになります。回線 1～回線 5の 5
つの表示灯が点滅を開始します。
（これら表示灯はグループ 1～グループ 5を表します。）

	2 	グループ番号を選択する。
（例：グループ 2）グループ 2を選択するには、回線選択 2キー
を押します。

回線 2表示灯が遅い点滅になりグループ 2が選択されていること
を表します。
別の回線選択キーを押すと、グループ番号が変わります。

	3 	グループ番号を設定する。
電源スイッチを押してください。

グループ 2の設定が行われ本機がグループ 2の回線選択モードに
なります。

・   回線 2表示灯が遅い点滅で、グループ 2が選択されていること、
および回線 2が設定されていること（デフォルト設定）を表し
ます。

・   残りの表示灯、回線 1、回線 3、回線 4、回線 5、全回線が点滅
します。（回線 2がデフォルトとして設定されていることを表し
ます。）

回線1 回線 2 リセット

回線 1 回線2 回線3 回線4 回線 5 全回線

グループ1 グループ 5

回線 1 回線2 回線3 回線4 回線 5 全回線

グループ1 グループ 5

回線 1 回線2 回線3 回線4 回線 5 全回線

回線1 グループ 2
（回線 2）

回線5
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	4 	回線番号を設定する（例：回線 2、3、4）。
回線選択 3および回線選択 4キーを押して該当の回線を選択しま
す。
（結果、回線 2、3、4が選択されます）。

・  回線 3と回線 4の表示灯が点灯します。
（回線 3と 4が選択されたことを表します。）
・  回線 1と回線 5の表示灯が点滅します。
（回線 1と 5が選択されていないことを表します。）
・ 回線 2の表示灯は遅い点滅のままとなります。
（グループ 2がすでに選択されていること、回線 2がデフォルト
　設定として現在選択されていることを示します。）
メ　モ
このステップにおける「全回線」設定は、以下の「全回線の設
定と取り消し」を参照してください。
ご注意
全回線をグループ 1または 2に割り付けないでください。

	5 	回線番号設定を設定する。
電源スイッチを押してください。
グループ 2に回線 2、3、4が設定され、自動的に手順 2に戻り
ます。手順 2の指示に従い、次の回線グループの設定を行います。
（手順 2〜 5を繰り返します。）

	6 	グループ設定を完了する。
すべてのグループの設定が完了したら、先の細いものでリセット
キーを押してください。
これにより設定モードが終了し、本機が放送待機モードに戻りま
す。

●● 全回線の設定と取り消し

全回線放送キーを押すとすべての回線が選択され、本機が外部アッテ
ネーターバイパスモードになります。全回線放送表示灯と回線 1、回
線 3～ 5の表示灯が点灯します。回線 2の表示灯は遅い点滅をします。

全回線放送表示灯が点灯した場合、全回線放送キーを押すとすべての
回線の選択が取り消されます。その後設定が「全回線」が設定される
前の状態に戻ります。

回線 1 回線2 回線3 回線4 回線 5 全回線

グループ 2
（回線 2）

回線5回線 1

回線 1 回線2 回線3 回線4 回線 5 全回線

グループ 2
（回線 2）

回線5回線 1

リセット

回線 1 回線2 回線3 回線4 回線 5 全回線

グループ 2
（回線 2）

回線5回線 1

●● グループ設定内容確認

回線グループの割り当て操作の手順 1、2、3を実施し表示灯の状態で確認します。
確認後に手順 5、6を実施して確認を終了します。
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●● 回線選択と取り消し操作
● 選択していない回線に対する点滅中または速い点滅中の回線選択キーを押すと、その回線を選択すること
ができます。（回線表示灯は点灯状態または遅い点滅状態となります。）

● 反対に、現在選択中の回線選択キーを押すと、回線が非選択の状態となります。（キーを押すと「選択」お
よび「非選択」状態が交互に変更となります。）

●● グループおよび回線選択のダブル表示

選択した回線の表示灯が点灯状態となり、同時に選択していない回線の表示灯が点滅状態となります。ただし、
グループ番号と同じ番号の回線を選択すると、該当の表示灯は遅い点滅を行います。（これは、グループおよ
び回線選択のダブル表示を表します）。同じ番号の回線を選択していない場合、表示灯は速い点滅状態となり
ます。（これは、グループ選択および回線非選択を表します。）

■■ 制御入力／緊急ページングのグループ割り当て操作
ここでは入力 1の工場出荷時の設定をグループ 1～ 3に変更して登録する操作について説明します。
（ P. 39「制御入力／緊急ページングのグループ割り当て」設定の例）

回線1 回線 4 リセット

回線 1 回線2 回線3 回線4 回線 5 全回線

入力 1

回線 1 回線2 回線3 回線4 回線 5 全回線

入力 1

入力 2

入力 3 緊急ページング

回線 1 回線2 回線3 回線4 回線 5 全回線

回線 1
（入力 1）

回線 5

	1 	設定モードに入る。
回線選択 1および回線選択 4キーを同時に押しながらリセット
キーを一度押して離してください。回線 1～ 4のすべての表示
灯が点滅を開始したら（2～3秒後）、回線選択1と回線選択4キー
の両方を離してください。

本機が設定モードになります。
回線 1～回線 4の 4つの表示灯が点滅を開始します。

	2 	設定項目を選択する。（例：入力 1）
回線選択 1キーを押して入力 1を選択します。
回線選択 1キーが「入力 1」の回線選択キーとして機能するこ
とに注意してください。

回線 1表示灯が遅い点滅をし入力 1が選択されていることを表
します。

他の回線選択キーを押すと右の表示のように各回線選択キーに
割り当てられた設定項目が変わります。

	3 	設定項目を設定する。
電源スイッチを押してください。
入力 1の設定が行われ本機が入力 1のグループ選択モードにな
ります。
回線 2～ 5および「全回線」（全回線）の表示灯は点灯状態を保
ちます。
これは入力 1が選択され「全回線」（「全グループ」ではない）
が設定されていることを表します。（デフォルト設定）
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●● 設定内容確認

手順 1、2、3を実施し表示灯の状態で確認します。確認後に手順 5、6を実施して確認を終了します。

●● グループ選択と取り消し操作

● 選択していないグループに対する現在点滅中または速い点滅中の回線選択キーを押すと、そのグループが
選択されます。（その後、回線表示灯が点灯したまま、または遅い点滅状態になります。）

● 反対に、現在選択中の回線キーを押すと、グループが非選択の状態となります。（キーを押すと「選択」お
よび「非選択」状態が交互に変更となります。）

●● 設定項目とグループ選択のダブル表示

選択したグループの表示灯が点灯状態となり、同時に選択していないグループの表示灯が点滅状態となりま
す。ただし、手順 2の図にあるように設定項目が割り当てられたグループが選択されている場合、該当の表
示灯は遅い点滅を行います。（これは、設定項目およびグループ選択のダブル表示を表します）。そのグルー
プが選択されていない場合、表示灯は速い点滅状態となります。（これは、設定項目の選択およびグループの
非選択のダブル表示を表します）。

回線 1 回線2 回線3 回線4 回線 5 全回線

グループ 1
（入力 1)

グループ 5

リセット

回線 1 回線2 回線3 回線4 回線 5 全回線

グループ 1
（入力 1)

グループ 5

	4 	グループ番号を選択する（例：グループ 1、2、および 3）。
	4-1	 全回線放送キーを押す。
「全回線」設定が取り消され、全回線放送表示灯と回線 2～ 5の
表示灯が点滅を開始します。回線 1表示灯が遅い点滅から速い点
滅に変わり、入力 1が選択されグループ 1が選択されていないこ
とを表します。
メ　モ
設定が「全回線」が設定される前の状態に戻ります。

	4-2	 回線選択 1、回線選択 2、回線選択 3キーを押し、グループ 1～
3を選択してください。

● 回線 1表示灯が速い点滅から遅い点滅に変わり、入力 1が選択
され、グループ 1が設定されていることを表します。

●回線 2および回線 3の表示灯が点灯状態となります。（グルー
プ 2と 3が選択されていることを表します。）

●回線 4、回線 5、全回線の表示灯が点滅状態のままとなります。
（グループ 4と 5が選択されていないことを表します。）

	5 	グループ番号を設定する。
電源スイッチを押してください。
入力 1にグループ 1、2、3が設定され、自動的に手順 2に戻り
ます。手順 2の指示に従い、次の設定項目を設定します。（手順
2〜 5を繰り返します。）

	6 	設定を完了する。
すべての項目の設定完了後、先の細いものでリセットキーを押し
てください。
これにより設定モードが終了し本機が放送待機モードに戻ります。
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■■ 接続できるスピーカーの数
VM-2120と VM-2240では放送回線を 5つまで選択できます。VM-2120の最大電力出力は 120 W、VM-2240 
の最大電力出力は 240 Wです。

次の図は、合計 120 Wのスピーカーを VM-2120に接続するシステム、または合計 240 Wのスピーカーを 
VM-2420に接続するシステムの 2つのパターンです。

パターン 1：スピーカーすべてを 5つの回線に接続
パターン 2：スピーカーをすべて 1つの回線に接続
回線を選択できるかどうかが 2つのパターンの違いです。
スピーカー入力が各アンプの最大出力を超えない限り、スピーカーはどの回線にも接続できます。
メ　モ
増設 VMアンプ VM-2120Eと VM-2240Eについても同じです。

VM-2120/2240 回線 1

回線 1

回線 2

回線 3

回線 4

回線 5

回線 1

回線 2

回線 3

回線 4

回線 5

VM-2120/2240 回線 1

回線 2

回線 3

回線 4

回線 5

パターン 1 パターン 2

120 W または 240 W

120 W または 240 W

ス
ピ
ー
カ
ー
出
力

ス
ピ
ー
カ
ー
出
力

Open
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■■ ヘッドセットマイク
卓上型リモートマイク RM-200MJの後面パネルにある外部マイク入力端子を使って、3.5 mmミニジャック
でコンデンサーマイクを接続できます。

［例］
ヘッドセットマイクを RM-200MJに接続すると、オペレーターは RM-200MJから離れた位置から放送できま
す。

［推奨マイク］
ヘッドセットマイク：WH-1000、WH-4000A、YP-M301
タイピン型マイク　：YP-M101

RM-200MJ

ヘッドセットマイク
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■■ システムマネージメントアンプVM-2120、VM-2240

仕　様

品 番 VM-2120 VM-2240
電 源 AC100 V、50/60 Hzまたは DC24 V 7.5 A 

M3.5ねじ端子、バリアー間隔 8 mm
AC100 V、50/60 Hzまたは DC24 V 15 A 
M3.5ねじ端子、バリアー間隔 8 mm

定 格 出 力 120 W 240 W
消 費 電 力 AC動作時：  290 W （定格出力時）

  37 W （無信号時）
  140 W （電気用品安全法による）

AC動作時： 670 W （定格出力時）
  52 W （無信号時）
  275 W （電気用品安全法による）

消 費 電 流 DC動作時：  7.5 A （定格出力時）
  0.7 A （無信号時）
  3.0 A （電気用品安全法による）

DC動作時：  15.0 A （定格出力時）
  1.0 A （無信号時）
  6.0 A （電気用品安全法による）

周 波 数 特 性 50 Hz～ 16 kHz
歪 率 1%以下
S N 比 60 dB以上
音 質 調 節 100 Hz± 10 dB、10 kHz± 10 dB（入力 1～ 3、BGM入力個々で調節可能）
回 線 選 択 キ ー 5局 +一斉（個別放送が可能）
リ セ ッ ト キ ー 異常状態の解除
リモートマイク
外部アンプ接続

適合機種 ：RM-200MJ、VM-2120E、VM-2240E
接続端子 ：RJ45× 2
総延長距離 ：最大 800 m
リモートマイク接続台数 ：最大 4台（RM-200MJ）
接続線 ：  CPEV線または LAN用カテゴリー 5ツイストペアケーブル

（CAT5-STP推奨）

入
　
力

入 力 1～ 3 -60 dB＊  （マイク）/-10 dB＊ （ライン）切換式
600Ω電子バランス、XLR-3-31相当品／ホーンジャック共用型
ファンタム電源（入力 1のみ DINコネクターも使用可能）

緊急ページ
ング入力

緊急ページング入力 ：ワンタッチ式差込型コネクター
音声 ：-10 dB＊ 、10 kΩ 電子バランス
制御 ：無電圧メイク接点入力、開放電圧：DC3.3 V、短絡：1 mA以下

B G M入力
1、2

-20 dB＊ 、10 kΩ、不平衡、RCAピンジャック（モノラル）

パワーアン
プ入力

パワーアンプ入力：0 dB＊ 、10 kΩ、不平衡、RCAピンジャック

回 線 B G M
音 量 調 節 器

入力 1～ 3（優先度 3の場合）と BGM入力 1、2のみ調節可能　

出
　
力

スピーカー  
出力

83Ω（ハイインピーダンス100系） 42Ω（ハイインピーダンス100系）
着脱式ターミナルブロック（16P）
5回線 BGM音量調節器付き
1回線あたり最大 120 W

着脱式ターミナルブロック（16P）
5回線 BGM音量調節器付き
1回線あたり最大 240 W

ライン出力 0 dB＊、10 kΩ、不平衡、RCAピンジャック
録 音 出 力 0 dB＊、10 kΩ、不平衡、RCAピンジャック
プ リ 出 力 0 dB＊、10 kΩ、不平衡、RCAピンジャック

制 御 入 力 制御入力 1～ 3、ワンタッチ式差込型コネクター、
無電圧メイク接点入力（開放電圧：DC3.3 V、短絡電流：1 mA以下）
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品 番 VM-2120 VM-2240
制 御 入 出 力 D-subコネクター（25P）

無電圧メイク接点入力（開放電圧：DC3.3 V、短絡電流：1 mA以下）
オープンコレクター出力（耐電圧：DC30 V、許容電流：10 mA以下）
外部制御入力 ：電源、チャイム
状態出力 ：  リモートマイクまたは増設 VMアンプとの通信エラー、

AC電源の状態、DC電源の状態、電源スイッチ
D C 出 力 DC24 V、0.1 A（RU-2001/2002専用）

ワンタッチ式差込型コネクター
内 蔵 チ ャ イ ム 上り 4音／下り 4音、上り 4音／ 2音／ 1音（切換式・背面ボリューム付）
機 能 2台目増設機能（アンプ・回線増設）（VM-2120Eまたは VM-2240Eが必要）、

優先制御、RM-200MJ用電源（片道線路抵抗値 40Ω以下）
使 用 温 度 範 囲 0～ 40℃
使 用 湿 度 範 囲 80%RH以下（ただし結露のないこと）
仕 上 げ 前面パネル ：ABS樹脂、黒（マンセル N1.0近似色）塗装

ケース ：表面処理鋼板、黒（マンセル N1.0近似色）塗装
寸 法 419（幅）× 143.3（高さ）× 355.7（奥行）mm
質 量 13 kg 15 kg

＊ 0 dB = 1 V
※ 本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがあります。

●● 付属品
電源コード（2 m）  .....................................  1
VM-2120：予備ヒューズ（6.3 A）  .............  1
VM-2240：予備ヒューズ（8 A）  ................  1
ボリュームカバー  ......................................  5

●● 別売品
ラックマウント金具：MB-35B
ガイドレール　　　：YA-706
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■■ システムマネージメント増設アンプVM-2120E、VM-2240E
品 番 VM-2120E VM-2240E
電 源 AC100、50/60 Hzまたは DC24 V 7.5 A 

M3.5ねじ端子、バリアー間隔 8 mm
AC100、50/60 Hzまたは DC24 V 15 A 
M3.5ねじ端子、バリアー間隔 8 mm

定 格 出 力 120 W 240 W
消 費 電 力 AC動作時：  290 W （定格出力時）

  37 W  （無信号時）
  140 W （電気用品安全法による）

AC動作時：  670 W （定格出力時）
  52 W  （無信号時）
  275 W （電気用品安全法による）

消 費 電 流 DC動作時：  7.5 A （定格出力時）
  0.7 A （無信号時）
  3.0 A （電気用品安全法による）

DC動作時：  15.0 A （定格出力時）
  1.0 A （無信号時）
  6.0 A （電気用品安全法による）

周 波 数 特 性 50 Hz～ 16 kHz
歪 率 1%以下
S N 比 60 dB以上
回 線 選 択 キ ー 5局 +一斉（個別放送が可能）
リ セ ッ ト キ ー 異常状態の解除
リモートマイク
外部アンプ接続

適合機種 ：RM-200MJ、VM-2120、VM-2240
接続端子 ：RJ45× 2
総延長距離 ：最大 800 m
接続線 ：  CPEV線または LAN用カテゴリー 5ツイストペアケーブル

（CAT5-STP推奨）
入 力 パワーアンプ入力：0 dB＊ 、10 kΩ、不平衡、RCAピンジャック
出 力 83Ω（ハイインピーダンス100系） 42Ω（ハイインピーダンス100系）

着脱式ターミナルブロック（16P）
5回線 BGM音量調節器付き
1回線あたり最大 120 W

着脱式ターミナルブロック（16P）
5回線 BGM音量調節器付き
1回線あたり最大 240 W

制 御 入 出 力 D-subコネクター（25P）
無電圧メイク接点入力（開放電圧：DC3.3 V、短絡電流：1 mA以下）
オープンコレクター出力（耐電圧：DC30 V、許容電流：10 mA以下）
外部制御入力 ：電源
状態出力 ：  リモートマイクまたは VMアンプとの通信エラー、AC電

源の状態、DC電源の状態、電源スイッチ
使 用 温 度 範 囲 0～ 40℃
使 用 湿 度 範 囲 80%RH以下（ただし結露のないこと）
仕 上 げ 前面パネル ：ABS樹脂、黒（マンセル N1.0近似色）塗装

ケース ：表面処理鋼板、黒（マンセル N1.0近似色）塗装
寸 法 419（幅）× 143.3（高さ）× 355.7（奥行）mm
質 量 13 kg 15 kg
＊ 0 dB = 1 V
※ 本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがあります。

●● 付属品
電源コード（2 m）  .....................................  1
VM-2120E：予備ヒューズ（6.3 A）  ...........  1
VM-2240E：予備ヒューズ（8 A）  ..............  1
ボリュームカバー  ......................................  5
CAT5-STPケーブル（3 m）  .......................  1
RCAピンプラグケーブル（3 m）  ..............  1

●● 別売品
ラックマウント金具：MB-35B
ガイドレール　　　：YA-706



■■ 卓上型リモートマイクRM-200MJ
電 源 DC24 V（動作範囲：DC14～ 28 V、本体側から供給）

DC入力電源コネクターから供給可能（適合電源：AD-246（別売））
適合 DC電源プラグ：外形 5.5 mm、内径 2.1 mm、長さ 9.5 mm、無極性

消 費 電 流 100 mA以下
音 声 出 力 0 dB＊ 、600 Ω、平衡
外 部 マ イ ク 入 力 -40 dB＊ 、2.2 kΩ、不平衡、φ 3.5ミニジャック（2P）

エレクトレットコンデンサーマイク用（ファンタム電源 DC3 V供給）
歪 率 1%以下
周 波 数 特 性 100 Hz～ 20 kHz
S N 比 60 dB以上
使 用 マ イ ク ロ ホ ン 単一指向性エレクトレットコンデンサー型
調 節 器 マイク音量調節器
接 続 線 CPEV線または

LAN用カテゴリー 5ツイストペアケーブル（CAT5-STP推奨）、RJ45コネクター
最 大 延 長 距 離 800 m（ACアダプター AD-246（別売）から給電の場合）
操 作 部 全回線キー× 1、グループキー× 2、回線選択キー× 10、トークキー× 1
表 示 部 電源（緑）× 1、異常（橙）× 1、グループ（緑）× 2、全回線（緑）× 2、

回線選択（緑）× 10、ビジー（橙／緑）× 1、使用中（緑）× 1
使 用 温 度 範 囲 0～ 40℃
使 用 湿 度 範 囲 35～ 80%RH以下（ただし結露のないこと）
仕 上 げ ABS樹脂、ブルーグレー（マンセル 6.4PB 8.0/0.5近似色）
寸 法 190（幅）× 76.5（高さ）× 215（奥行）mm（マイク部を除く）
質 量 750 g
＊ 0 dB = 1 V
※ 本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがあります。

●● 付属品
CAT5-STPケーブル（3 m）  .......................  1

●● 別売品
リモートマイク壁掛金具：WR-RM200
ACアダプター　　　　　：AD-246
ヘッドセットマイク　　：WH-1000、WH-4000A、YP-M301
タイピン型マイク　　　：YP-M101

133-02-00304-06

TOA お客様相談センター フリーダイヤル（固定電話専用）
 0120-108-117
ナビダイヤル 0570-064-475（有料）
FAX 0570-017-108（有料）
※ PHS、IP電話からはつながりません。

商品の価格・在庫・修理などのお問い合わせ、および
カタログのご請求については、取り扱い店または最寄
りの営業所へお申し付けください。最寄りの営業所に
ついては、TOAホームページをご確認ください。

商品の内容や組み合わせ、操作方法について
のお問い合わせにお応えします。
受付時間 9：00～ 17：00（土日、祝日除く）

当社は、お客様から提供された個人情報をお問い合わせ対応または修理対応の目的に利用いたします。また、修理委託目的で委託先業者へ提供すること
があります。個人情報の取り扱いに関する方針については、TOAホームページをご覧ください。

TOAホームページ  https://www.toa.co.jp/
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